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　・感情
　・ストーリー
　これがすぐれたプレゼンテーションの ６ つの要
素である」（アカッシュ・カリア，月沢李歌子訳
『TED に学ぶ最強のプレゼン術』，SB クリエイ
ティブ，2015年，12-1３.）。
４ ）Kyosuke Yamamoto：Modeling My Dream
 https://www.youtube.com/watch?v=pg６３A６WaC-c
　テイラー・ウィルソン：うん，核融合炉を作っ
たよ，https://www.youtube.com/watch?v=9B0Pa 
SznWJE&t=６３s
　なお，山本恭輔は自身のウェブサイトの説明に
よると中学校時代に「私は，教育や医療，障がい
者雇用，介護などの分野での最先端のテクノロ
ジー活用について研究。特に医療現場における
３ D プリンティング技術「生体質感造形 ®」の
開発者杉本真樹医師との出会いに始まり，私の1４
歳時の上半身の可視可触造形「（通称）スケルト
ン」を通した活動は，NHK スーパープレゼン
テーションの特番や，TEDxOsaka でのプレゼン
テーションを通して広く発信」。
 http://www.ikyosuke.com/aboutme.html
 （閲覧日：201７年 1 月 ４ 日）
　また，テイラー・ウィルソンに関しては『理系
の子―高校生科学オリンピックの青春』（Judy 
Dutton，横山啓明翻訳，文藝春秋，2012年）に
詳しい生い立ちが紹介されている。両者ともに学
習者に紹介するに足るプレゼンターであると考え
られる。
5 ）他にも「質問や問いかけを組み入れる」，「大切
なことは数回言う」，「分かりやすい資料にする」，
「要約する・短くまとめる」，「リズム感やテンポ
を大切にする」，「台本を見ない」，「最後はありが
とうで終わる」，「作者の思いが伝わるようにす
る」等があった。
６ ）俵万智，一青窈，『短歌の作り方，教えてくだ
さい』，角川書店，201４年，20，2４．
７ ）近藤真，『中学生のことばの授業』，太郎次郎社
エディタス，2010年．
　他，足立悦男，「C 読むことの学習指導の方法
／ ３ 詩歌の学習指導の方法」（全国大学国語教育
学会編，『新たな時代を拓く中学校高等学校国語
科教育研究』，学芸図書，2010年，95-99.）も参
照。
8 ）ただし，28年度版ではなく 1 つ前の教科書であ
る。
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Ⅰ．問題の所在
　本研究の目的は，世界史教育における「深い学
び」は，アクティヴ・ラーニングとして評価される
ロールプレイの差異体験やジグソー法の他者交流な
どによる学びの変化に留まるものではなく，生徒と
生徒，生徒と教師が協力して，歴史を語るという市
民的資質を段階的に向上するものであることを明ら
かにする。
　世界史におけるアクティヴ・ラーニングの代表的
な実践としては，飯塚信吾の研究 1 ）がある。飯塚
の研究は，南北戦争にいたる多様な人々の対立を
各々によるリスクの判断として生徒に学ばせてい
る。リンカーンやジェファソン＝デヴィス，北部の
工場経営者，南部の黒人奴隷など ６ つの立場を，ジ
グソー法を用いて理解し，各々にとってのリスクに
ついて話し合う実践である。生徒は奴隷制について
それぞれの立場から是非を主張し，価値観の多様性
と他者への配慮についての思考を深める。しかし，
飯塚の授業では生徒はどのような思考をどこまで達
成し，今後，何をどのように学べば良いのかが分か
らず，学びを深めていくためには不十分である。
　本研究は，世界史教育における「深い学び」を保
障するためには，歴史を事実や知識ではなく，生徒
が語るものに転換する。そして，生徒の学びに
トゥールミン図式を用いた段階性と向上性を組み込
む。そうすることで，生徒と生徒，生徒と教師が協
力し，歴史を語る市民的資質を向上でき，学びを深
めていけることを示す。
Ⅱ．世界史教育における「深い学び」
　本研究では，世界史教育における歴史は事実や知
識として学ぶのではなく，生徒自身によって記述さ
れ語られるものであるという立場をとる 2 ）。歴史教
育において，事実や知識として学習した歴史は，生
徒にとって批判したり作り直したりできない唯一の
正しい歴史となる。例えば，高校世界史でフランス
革命を扱う場合，教科書に記述された旧体制下の
人々の不満，財政破綻と三部会の開催，国民議会結
成，バスティーユ牢獄への襲撃，人権宣言の発布，
立法議会の成立，国民公会の成立による第一共和政
の樹立，ジャコバン独裁，総裁政府の成立，ナポレ
オンの台頭と統領政府の成立という歴史的出来事を
客観的で正しい事実として生徒に学習させる。この
ため，生徒は学習した歴史的出来事を唯一の歴史と
して認識する。また，ヴァンデ戦争に着目し，その
原因を市民革命論や近代国民国家論に基づき探究さ
せ科学的な原因を判断させる授業が開発されてい
る ３ ）。この場合，ヴァンデ戦争は客観的な事実では
なく，歴史家が科学的に解釈した知識として生徒は
認識する。生徒はヴァンデ戦争の複数の原因につい
て科学的であるかどうかの判断を自由に行っている
が，その判断は歴史家が行った判断に留まる。生徒
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ループ活動の方法などを精緻化していくことである。
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り絶対王政が終焉し立憲君主政の成立のきっかけと
なった1７91年憲法に対する人々の賛否をトゥールミ
ン図式で示したものである。世界史の授業におい
て，1７91年憲法は一院制の立法議会の成立や一定の
税金を納めた能動市民にのみ政治参加が認められる
制限選挙を規定したことなどの特徴を学び，政治体
制が絶対王政から立憲君主政に変化したことを理解
する。しかし，本研究では1７91年憲法に対する人々
の価値観を解明し，フランス革命が立憲君主政に留
まらなかった原因を生徒が判断し，1７91年憲法につ
いて語ったり記述したりできるようする。
　1７91年憲法を評価していると考えることができる
人物としてアベ＝シェイエスとバルナーヴを取り上
げる。彼らの発言や考え，価値観をトゥーールミン
図式で分析すると次のようになる。アベ＝シェイエ
スは1７91年憲法を所有権が保障された憲法であり，
十分な憲法であると発言すると考えられる。なぜな
らば，シェイエスが提出した人権宣言の草案を分析
すると，彼が所有権を前提にした上で自由権が保障
自らが価値判断を行ったわけではない。生徒は歴史
を事実と同様に批判できない科学的な知識として認
識することになる。
　そこで，歴史を歴史家が事実や知識として主観的
に語ったり記述したものであり，自分たちも語った
り記述できるものとして扱うように変革する。そう
することで，生徒が（1）歴史に関する記述や語り
には価値観が結びつくことに気がつける。そして，
（2）私たちは歴史を学ぶことで無意識に他者の価値
観に影響を受けていることを自覚できるようにな
る。その結果，（３）歴史に結びつく価値観を反省
し，改めて結びつける価値観を判断することで，生
徒自身が歴史を記述したり語ったりできるようにな
る。このように生徒が価値判断を行い歴史を語ると
いう市民的資質を育成することが世界史教育におけ
る「深い学び」であると考える。
　そして，市民的資質を育成し「深い学び」を実践
するために，トゥールミン図式を活用して学びの段
階性と向上性を保障する。表 １ はフランス革命によ
表 １　１79１年憲法に対する人々の主張
【1７91年憲法賛成派】 【1７91年憲法反対派】
アベ＝シェイエスの主張
（憲法についてどのように発言するだろうか）
1７91年憲法 → 【アベ＝シェイエスの発言】
（例）所有権が保障された憲法
であり，十分な憲法である。
（なぜならば）
【アベ＝シェイエスの考え】
①所有権を前提とした自由を重視する。
②形式的な平等を保障すれば十分である。
（アベ＝シェイエスの考えの背景にあるのは）
（経済的）自由を重視 
グージュの主張（女性の立場）
（憲法についてどのように発言するだろうか）
1７91年憲法 → 【グージュの発言】
（例）男性の自由のみの保障で
この憲法は不十分である。
（なぜならば）
【グージュの考え】
① 市民には女性が含まれていないので，女性の権利に
ついて明記するべきである。
② 能動市民になれるのは男性に限定されている。
（グージュの考えの背景にあるのは）
平等を重視するべきである
バルナーヴの主張
（憲法についてどのように発言するだろうか）
1７91年憲法 → 【バルナーヴの発言】
（例）ブルジョワ（中産階級）
の権利を保障することで自由を
実現できる憲法である。
（なぜならば）
【バルナーヴの考えは】
① 自由を守るためには，中産階級（能動市民）を選挙
人とする代議制が重要である。
② 中産階級は上流階級や下層階級よりも社会全体を考
えることができる。
（バルナーヴの考えの背景にあるのは）
（経済的）自由を重視
マラーの主張
（憲法についてどのように発言するだろうか）
1７91年憲法 → 【マラーの発言】
（例）ブルジョワにとっての自
由であり，不十分な憲法である。
（なぜならば）
【マラーの考え】
①能動市民と受動市民の区別をするべきではない。
②法律によって自由が制限されてしまう危険がある。
（マラーの考えの背景にあるのは）
平等を重視
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を分析すると，マラーが憲法に強い不満を持ってい
ることが分かる。法律によって自由が制限されてし
まう危険があることなども指摘するが，特に，能動
市民と受動市民の区別をしていることを批判してい
る。このようなマラーの考えの背景にあるのは，
クージュと同様に平等を重視する価値観を持ってい
るためだと思われる。
　以上のように，トゥールミン図式を用いること
で，バルナ―ヴやマラーの演説を読んで，1７91年憲
法に対する彼らの発言を感覚的に考えるだけでな
く，なぜそのように考えたかの理由を明確にでき
る。そして，その理由の背景にある価値観を探究す
ることで，1７91年憲法に対する発言に結びつく自
由・平等などの価値観について顕在化できる。最終
的に，生徒一人一人が，人々の語りを通して言葉の
使用方法と価値観の関係で，1７91年憲法について自
分自身で説明できるようにする。
Ⅲ．世界史単元「１79１年憲法を考える」の構成
１．活動構成
　表 １ に基づいて開発した世界史単元「1７91年憲法
を考える」は「フランス革命」の発展授業であり，
表 ２ のように ４ 時間構成とした。その教育目標は次
のようになっている。
　① フランス革命が人権宣言や1７91年憲法の制定で
収束しなかった原因を，ヴァレンヌ逃亡事件に
よる国王への不信や革命戦争における王室の裏
切りなどの歴史的事象だけではなく，1７91年憲
法に顕れた自由・平等という価値観の段階で説
明できるようにする。
　② 「1７91年憲法」について，立憲君主制や制限選
挙という特徴を説明するだけでなく，トゥール
ミン図式を用いたジグソー法に取り組ませる。
そうすることで，自由か平等かという価値観の
されること，また，能動市民と受動市民を区別し政
治に参加できるのは能動市民に限定するなど，平等
権は「法律上の平等」のように形式的に保障すれば
十分であると考えているからである。そして，この
ようなアベ＝シェイエスの考えの背景にあるのは，
（経済的）自由が重要であるという価値観をもって
いるためと考えることができる。また，バルナーヴ
はブルジョワ（中産階級）の権利を保障することで
自由を実現できる憲法であると発言すると考えるこ
とができる。なぜならば，彼は1７91年憲法が制定さ
れる直前の 8 月に代議制を擁護する演説を行ってい
る。この演説を分析すると，自由を守るためには，
中産階級（能動市民）を選挙人とする代議制が良
い，また，中産階級は上流階級や下層階級よりも社
会全体を考えることができるとしているからであ
る。このようなバルナーヴの考えの背景にあるの
は，シェイエスと同様に，（経済的）自由が重要で
あるという価値観をもっているためであると考える
ことができる。
　一方で，1７91年憲法を批判すると考えられる人物
として，グージュとマラーを取り上げる。同様に
トゥールミン図式を用いると，次のように説明でき
る。グージュは憲法公布と同じ1７91年 9 月に「女性
の人権宣言」を刊行した人物である。彼女は1７91年
憲法を，男性の自由などの権利しか保障していない
と発言すると考えられる。なぜならば，「女性の人
権宣言」を分析すると，人権宣言の「人」「市民」
が男性形であり，女性の権利が保障されていないこ
と，それ故に，人権宣言のパロディーを作成し，女
性の権利の実現を主張していると考えられるからで
ある。このような，グージュの考えの背景にあるの
は，平等が重要であるという価値観をもっているた
めだと思われる。また，マラーはブルジョワにとっ
ての自由であり，不十分な憲法であるという1７91年
憲法を批判する演説を実際に行っている。この演説
表 ２　単元「１79１年憲法を考える」の活動構成
１時間目
資　　料 活　　動　　構　　成
①人権宣言 ◎人権宣言が発表されたにもかわらず，なぜ，革命は収束しなかったのか。
　・国王への不満，革命戦争・・・。
○人権宣言で実現・保障しようとした権利は何か。自由，平等，所有権。
○人権宣言に基づいて制定された1７91年憲法の特色は何か。立憲君主政・制限選挙。
○人々が1７91年憲法に満足しなかったのはなぜか。
【事前アンケートを実施】
・ 学習課題「人権宣言が発表されたにもかわらず，なぜ，革命は収束しなかったのか」
について回答する。
・評価基準に当てはめ自己評価を行う。
－24－
２時間目
②1７91年憲法
③アベ＝シェイエ
スの人権宣言案
④パルナーヴ「代
議制体について」
⑤グージュ「女性
の人権宣言」
⑥マラー「1７91年
憲法批判」
○1７91年憲法について考えよう。（３5分）
　・クラスを四つに分けて，エキスパート活動。
【アベ＝シェイエス，パルナーヴ，グージュ，マラー】
・演説や著作から制度や権利についてどのような考えを持っているか，考える。
・1７91年憲法を支持するか，反対するかを考える。
・担当した人物がどのような発言をするか考える。
（憲法についてどのように発言するだろうか）
　　　　　　　　　  →  ・・・・なので支持 
・なぜ，そのような発言をするのか，資料に基づいて理由づけをする。
　　　　　　　　　  →  ・・・・なので支持 
（なぜならば）
 能動市民が・・・
○ ４ 人班となり，1７91年憲法の賛否を議論する。（15分）
　・担当した人物の発言を実演する。
　・ 1７91年憲法で規定された自由についてシェイエスとマラー，グージュなどが話し合う。
　・代議制や制限選挙について，バルナ―ヴとマラーが話し合う。
　・ 自由を重視するのか，平等を重視するのか，特に，平等の在り方について話し合い
が深まるようにする。
３時間目
○ ４ 人班となり，1７91年憲法の賛否を議論する。（15分）
○エキスパート活動
　・どのような点が議論になったか。
　・反論するためにはどのような資料が必要であったか。
○クラスで各人物の考えの背景を検討。（15分）
　　　　　　　　　　  →  ・・・・なので支持 
　 能動市民が・・・
　パルナーヴの考えの背景にあるのは
　 ブルジョワにとっての自由 
◎人権宣言が発表されたにもかわらず，なぜ，革命は収束しなかったのか。
 　（例）
　・人権宣言は理念的であったが，具体化した憲法が不十分だった。
　・ 1７91年憲法がブルジョワの自由を保障したが，平等は形式的なものにすぎなかった
から。
　・1７91年憲法に結びつく自由も平等も不十分だったから。
　＊自由を重視するか，平等を重視するかの価値的な対立であった。
４時間目
○事後アンケートに記入
　・ 学習課題「人権宣言が発表されたにもかわらず，なぜ，革命は収束しなかったのか」
について回答する。
　・評価基準に当てはめ自己評価を行う。
　・交換して他者評価を行う。
　・グループになって評価基準について話し合う。
　・授業の感想，自分で評価したり，自分たちで基準を考えてみた感想に回答する。
【資料の出典】
　①河野健二編『資料フランス革命』岩波書店，1989，pp.10４－108。
　②河野健二編『資料フランス革命』岩波書店，1989，pp.152－1６9。
　③辻村みよ子『人権の普遍性と歴史性』創文社，1992，pp.４0６－４1４。
　④河野健二編『資料フランス革命』岩波書店，1989，pp.1４６－151。
　⑤辻村みよ子『人権の普遍性と歴史性』創文社，1992，pp.1３9－1４４。
　⑥河野健二編『資料フランス革命』岩波書店，1989，pp.1６9－1７６。
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その後，シェイエス，バルナーヴ，グージェ，マ
ラーを担当した生徒で四人班つくり，担当した人物
の発言を実演する。そして，担当した人物に扮して
1７91年憲法の評価について話し合う。1７91年憲法で
規定された自由についてシェイエスとマラー，グー
ジュなどが話し合ったり，代議制や制限選挙につい
て，バルナーヴとマラーが話し合う。そうすること
で，自由を重視するのか，平等を重視するのか，特
に，平等の在り方について話し合いが深まるように
する。
　 ３ 時間目の前半は，四人班による1７91年憲法の評
価について話し合う活動を続ける。その後，エキス
パート班にもどり，どのような話し合いになったか
を説明しあう。そして，クラス全体で1７91年憲法に
賛成した人物と反対した人物の価値観について話し
合う。生徒と生徒，生徒と教師が協力し，自由か平
等かという価値観の対立が背景にあること，そし
て，この価値対立がフランス革命を激化させていく
要因となることについて，学びが深まるようにする。
　 ４ 時間目は評価活動を行う。事後アンケートを実
施し，学習課題「問 1 　人権宣言が発表されたにも
かわらず，なぜ，革命は収束しなかったのか」「問
2 　あなたなら「1７91年憲法」についてどのように
発言するだろうか」について回答する。そして，評
価基準に当てはめて自己評価を行う。その後，交換
して他者評価を行う。また，自己評価や他者評価を
行ったことを踏まえて，グループで評価基準につい
て話し合う。最後に，授業の感想や自分で評価した
り，自分たちで基準を考えてみた感想に回答する。
対立が結びつくことを踏まえ，生徒自身が1７91
年憲法について語ることができるようにする。
　③ 学びの質を段階的に向上できる学習にするため
に，学びの道筋を生徒と生徒，生徒と教師が確
認しつつ達成度を把握する評価活動を行う。そ
のため，事前アンケートと事後アンケートを行
う。また，段階性に基づくルーブリックを生徒
にも公開し，評価基準そのものを反省する活動
を組織する。
　 1 時間目はこれまで国民議会の成立，バスティー
ユ牢獄の襲撃，人権宣言の発表と時系列的に学習し
てきたフランス革命を振り返り，学習課題「人権宣
言が発表されたにもかわらず，なぜ，革命は収束し
なかったのか」を提示する。人権宣言は人民主権，
自由と平等の保障，所有権の不可侵などが提示され
た優れた宣言であり，また，1７91年憲法によって，
国民議会の目標であった立憲君主政の成立も達成し
たことを強調する。そして，人々が満足しなかった
理由を予想させる。その後，事前アンケートを行
う。
　 2 時間目は1７91年憲法に対する人々の反応を考え
るために，ジグソー法に基づく活動を取り入れる。
クラスを四つのグループに分けてエキスパート活動
を行う。四つのグループはアベ＝シェイエス班，バ
ルナーヴ班，グージュ班，マラー班となる。各班に
は「1７91年憲法（抜粋）」と担当した人物の演説や
著作を資料として配布する。各班は人物の考えを理
解し，1７91年憲法をどのように評価するか「人物の
発言」を考える。また，その「根拠」をまとめる。
表 ３　事前アンケート（１）（２）
【事前アンケート（1）】
問 1 　人権宣言や1７91年憲法が制定されたにもかわらず，なぜ，革命は収束しなかったと思いますか。
問 2   あなたなら「1７91年憲法」についてどのように発言するだろうか。
【事前アンケート（2）】
　評価基準
段階 評　　価　　基　　準
４ 人々の価値観を踏まえて説明している
３ ブルジョワのための権利の実現・保障が重視されていることを踏まえて説明している。
2 人々の権利が十分に実現・保障できていないことを説明している。
1
ヴァレンヌ逃亡事件による国王への不振，ジロンド派やジャコバン派など共和派の台頭，革命戦争
における王室の裏切りなどの歴史的事実で，革命が激化する理由を説明している。
0 記述なし。
【自分で評価しよう】　
＊問 1 と問 2 を評価基準に基づいて評価してみよう。
　問 1 評価（　　）理由：
　問 2 評価（　　）理由：
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①学習課題の設定
　本単元は，生徒が1７91年憲法とそれに結びつく価
値観を反省し，憲法について改めて語ることが教育
目標となっている。このため，次のようなアンケー
トの問を設定した。
問 1 　人権宣言や1７91年憲法が制定されたにもかわ
らず，なぜ，革命は収束しなかったと思います
か。
問 2   あなたなら「1７91年憲法」についてどのよう
に発言するだろうか。
　問 1 は授業で提示する学習課題と同じものであ
２ ．評価活動
（１）事前・事後アンケートの作成
　事前アンケートは，表 ３ のように，（1）の 2 つの
学習課題と（2）の評価基準とその基準に基づく自己
評価及びその理由で構成する。事後アンケートは，
表 ４ のように，（1）は事前アンケートと同じである
が，（2）は，評価基準と自己評価だけでなく，他者
による評価とその理由及び【班で考えよう：提示し
た評価基準をより良い基準にする場合，どのように
改善したら良いだろうか。また，評価「 5 」「 ６ 」
など，より高い基準を考えてみよう】，さらに，【自
分で評価したり，自分たちで基準を考えてみた感
想】を付け加える。
表 ４　事後アンケート（１）（２）
【事後アンケート（1）】
問 1 　人権宣言や1７91年憲法が制定されたにもかわらず，なぜ，革命は収束しなかったと思いますか。
問 2   あなたなら「1７91年憲法」という言葉をどのように使用するだろうか。
【事後アンケート（2）】
　　評価基準
段階 評　　価　　基　　準
４ 人々の価値観を踏まえて説明している。
３ ブルジョワのための権利の実現・保障が重視されていることを踏まえて説明している。
2 人々の権利が十分に実現・保障できていないことを説明している。
1
ヴァレンヌ逃亡事件による国王への不振，ジロンド派やジャコバン派など共和派の台頭，革命戦争
における王室の裏切りなどの歴史的事実で，革命が激化する理由を説明している。
0 記述なし。
【自分で評価しよう】　
＊問 1 と問 2 を評価基準に基づいて評価してみよう。
　問 1 評価（　　）理由：
　問 2 評価（　　）理由：
【他の人に評価してもらおう】（評価してもらった人：　　　　　　　）
＊問 1 と問 2 を評価基準に基づいて評価してみよう
　問 1 評価（　　）理由：
　問 2 評価（　　）理由：
【班で考えよう】提示した評価基準をより良い基準にする場合，どのように改善したら良いだろうか。また，評価
「 5 」「 ６ 」など，より高い基準を考えてみよう。
【授業の感想，自分で評価したり，自分たちで基準を考えてみた感想】
表 ５　評価基準
段階  評　　価　　基　　準
４ 人々の価値観を踏まえて説明している。
３ ブルジョワのための権利の実現・保障が重視されていることを踏まえて説明している。
2 人々の権利が十分に実現・保障できていないことを説明している。
1
ヴァレンヌ逃亡事件による国王への不振，ジロンド派やジャコバン派など共和派の台頭，革命戦争におけ
る王室の裏切りなどの歴史的事実で，革命が激化する理由を説明している。
0 記述なし
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【他の人に評価してもらおう】（評価してもらった人：　　　　　　　）
＊問 1 と問 2 を評価基準に基づいて評価してみよう
　問 1 評価（　　）理由：
　問 2 評価（　　）理由：
【班で考えよう】提示した評価基準をより良い基準にする場合，どのように改善したら良いだろうか。また，評価
「 5 」「 ６ 」など，より高い基準を考えてみよう。
【授業の感想，自分で評価したり，自分たちで基準を考えてみた感想】
表 ５　評価基準
段階  評　　価　　基　　準
４ 人々の価値観を踏まえて説明している。
３ ブルジョワのための権利の実現・保障が重視されていることを踏まえて説明している。
2 人々の権利が十分に実現・保障できていないことを説明している。
1
ヴァレンヌ逃亡事件による国王への不振，ジロンド派やジャコバン派など共和派の台頭，革命戦争におけ
る王室の裏切りなどの歴史的事実で，革命が激化する理由を説明している。
0 記述なし
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他者評価は，自己評価をのあり方を反省するだけで
なく，他者による評価方法から自身の評価方法も反
省するためである。このような評価活動を行うこと
により，評価基準への疑問や改善への方策，新しい
評価基準の創造について考えることができるように
なる。自己評価による資質の自覚と評価基準を検討
する姿勢が，主体的な学びの姿勢を創りだすと考え
る。最後の感想で，生徒が歴史の学びに関してどの
ような姿勢を形成できたかを分析する。
Ⅳ　研究の小括
  本研究では，ジグソー法の他者交流にトゥールミ
ン図式を導入した単元「1７91年憲法を考える」を開
発し，生徒が段階的向上的に学びを深められるよう
にした。また，パフォーマンス評価にもとづく評価
活動を組織することで，生徒自身がフランス革命や
1７91年憲法についての語りを評価し，何をどのよう
に学べば良いか学びの方向性を示せるようにした。
　その結果，世界史教育における「深い学び」は，
生徒と生徒，生徒と教師が協力して，歴史を語ると
いう市民的資質を段階的に向上するものであること
を明らかにできた。
　本研究の意義は，トゥールミン図式を導入するこ
とで学びの段階性と向上性を保障できること，それ
故に，パーフォマンス課題とその評価を導入するこ
とが可能になること，その結果，生徒の一人ひとり
の達成水準が見えるようになり，子どもたちの学習
が教師にも生徒自身にも理解でき，自分が授業で何
を学んだのかを把握できるようになるということで
ある。
  今後の課題としては，本授業はモデル単元である
ため，実践を繰り返すことで，単元構成や資料，グ
ループ活動の方法などを精緻化していくことがあ
る。
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の市民的資質の成長を把握できる。
②評価基準の設定
　①の問の回答を生徒と教師が評価できるように表
５ のような評価基準を設定した。評価基準は 0 〜 ４
の 5 段階になっている。 0 段階は記述なし， 1 段階
は，ヴァレンヌ逃亡事件による国王への不振，ジロ
ンド派やジャコバン派など共和派の台頭，革命戦争
における王室の裏切りなどの歴史的事実で，革命が
激化する理由を説明しているという達成基準とな
る。 2 段階は，人権宣言の人民主権が1７91年憲法で
は具体化できていないのように，人々の権利が十分
に実現・保障できていないことを説明しているとい
う達成基準となる。 ３ 段階は，一定の税金を納める
能動市民に選挙権が与えられたように，ブルジョワ
のための権利の実現・保障が重視されていることを
踏まえて説明しているという達成基準となる。 ４ 段
階は，経済的な自由だけでなく，実質的な平等を求
めたのように，人々の価値観を踏まえて説明してい
るという達成基準となる。 0 から ４ 段階の基準は，
歴史的事象についての言語とその使用法，1７91年憲
法に着目した言語とその使用法，1７91年憲法の是非
に関する言語とその使用法，1７91年憲法に結びつく
価値観についての言語とその使用法を段階的向上的
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　このように評価基準を設定するのは，生徒が1７91
年憲法について何をどこまで学習するのかという学
びの道筋を示し，生徒と生徒，生徒と教師が協力し
て向上できるようにするためである。
③生徒による評価活動の設定
　事前アンケートでは課題の回答に対して，生徒自
身が表 ５ の評価基準に基づく自己評価を行えるよう
にした。また，事後アンケートでは，自己評価だけ
でなく他者による評価活動も付け加えた。そして，
評価活動後に評価基準の反省とより高次な段階のあ
り方について班で検討し自分なりにまとめるように
し，最後に感想を記述するようにした。
　生徒の自己評価を設定するのは，歴史への語りの
資質を自分で把握し，どこまで達成できたのか自覚
させるためである。また，事後アンケートにおける
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